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〇 担当箇所
　　『伊勢物語』第五段　　　十五頁⑧行目下～十六頁⑥行目

○翻字.字母
翻字十五⑧　さてよめる
字母十五⑧　左天与女流
さて、よめる、

翻字十五⑨　　　人しれぬわかかよひちのせきもりは
字母十五⑨　　　人志連奴和可加与比知乃世起毛利盤
　　　　　　　　人知れぬわが通 (かよ)ひ路 (ぢ)の関守 (せきもり)は

翻字十六①　　　よひよひことにうちもねなゝん
字母十六①　　　与比く　己止耳宇知毛祢奈ゝ无
　　　　　　　　宵 (よい)々ごとに家も寝ななむ

翻字十六②　とよめりけれはいといたうこゝろやみけ
字母十六②　登与女利介禮八以登以多宇己ゝ呂也三計
　　　　　　と詠めりければ、いといたう心やみけ

翻字十六③　りあるしゆるしてけり二条のきさきに
字母十六③　里阿留志由留知天介利○○能幾左起尓
　　　　　　り。あるじ許 (ゆる)してけり。二条の后 (きさき)に

翻字十六④　しのひてまいりけりを世のきこえあり
字母十六④　知乃比天末以利介利越○乃幾己衣安利
　　　　　　忍びて参りけるを、世の聞えあり

翻字十六⑤　けれはせうとたちのまもらせたまひけ
字母十六⑤　介礼八勢宇止多知乃末毛良世太末比計
　　　　　　ければ、兄人 (せうと)たちのまもらせたまひけ


翻字十六⑥　るとそ
字母十六⑥　流止曽
　　　　　　　るとぞ。

